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入と経過観察が必要である [3,18,25,27]。  
一般的に動物の適正体重の評価には体重測定とボディ・コンディシ
ョン・スコア（ BCS）評価スケールが用いられる。 BCS とは動物の肋
骨上、背中のライン、尾根周囲および腹部周囲などの皮下脂肪の程度を
視診と触診でチェックして身体状態を評価するものであり、5 段階と 9
段階の評価スケールが存在する [10,11,19,20,23,24,27]。5 段階では 0.5
刻みで、 9 段階では 1 刻みでスコアをつけるもので、いずれも BCS を
合計 9 段階で評価するものである。 BCS の 5 段階評価では BCS3 を、











































































Ⅱ . 材料と方法  
1.  調査対象  




った。このうち BCS3.5 以上で追跡が可能であったイヌ 10 頭を本研究
の調査対象とした。対象とした 10 頭の犬種、性別、疾患、初診時の年
齢、 BCS および体重を表 1 に示した。  
 
2.  食事管理の計画  
 調 査 対 象 と し た 症 例 の BCS を 5 段 階 の 評 価 ス ケ ー ル （ 図 1, 
http: / /vet.hil ls .co. jp/vet/home）を用いて評価した。BCS5、4.5、4、3.5
に対してそれぞれ 40、 30、 20、 10%減量を目標に理想体重を設定し、
BCS2.5~3 を目標とした。1 日当たりの安静時エネルギー要求量（ RER）



























3～ 5 回実施し、安定した数値を記録した。  
体重、周囲長、体脂肪率の記録にはペット用品会社である株式会社



























































































































































































Ⅲ . 結果  
1.調査結果の概要  





27.3±9.2%、 0.9±0.2 であった。減量達成率の範囲は 15.6～ 143.3%、
平均±標準偏差は 70.7±38.9%であり、目標体重に到達した症例は 3 頭
であった。調査対象の 10 頭中 6 頭は 70%以上の減量達成率であり、減




よび除脂肪量の推移をそれぞれ比較したグラフを図 6～ 15 に示した。
さらに、体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、脂肪量および除
脂肪量のそれぞれの相関を図 16～ 24 に示し、決定係数（ R2）の評価を
表 3 にまとめた。症例 8 においては首・胸・腰の周囲長および体脂肪率
の測定が 2 回のみであったため相関グラフを示さなかった。  
 
3.各症例の結果  










症例 3 の減量達成率は 110.0%であった。いずれの項目においても体
重との間に非常に強い正の相関が認められ、脂肪量も除脂肪量も減っ
ていた。  





















症例 8 の減量達成率は 18.8%であった。本症例においては首・胸・
腰の周囲長および体脂肪率の測定が 2 回のみであったため相関グラフ
を示さなかった。  






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 16．症例 1 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
  脂肪量、除脂肪量の相関  
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図 17．症例 2 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
  脂肪量、除脂肪量の相関  
 


















































































図 18．症例 3 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
  脂肪量、除脂肪量の相関  
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図 19．症例 4 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
  脂肪量、除脂肪量の相関  
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図 20．症例 5 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
  脂肪量、除脂肪量の相関  
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図 21．症例 6 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
  脂肪量、除脂肪量の相関  
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図 22．症例 7 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
脂肪量、除脂肪量の相関  
 




















































































図 23．症例 9 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
  脂肪量、除脂肪量の相関  
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図 24．症例 10 の体重に対する首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、  
  脂肪量、除脂肪量の相関  
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表 3．体重と首・胸・腰の周囲長、体脂肪率、脂肪量、  














































 本研究における減量の成果を評価するために Yaissle ら [33]の報告と
比較した。 Yaissle らの研究では 6 ヶ月の減量期間とその後 18 ヶ月の




る体重の変化率（ %）を算出した。 Yaissle らの研究では体重の変化率































































































な減量が必要と判断した BCS3.5 以上の犬 10 頭であった。BCS5、4.5、
4、3.5 に対してそれぞれ 40、30、20、10%減量を目標に理想体重を設




量率の平均±標準偏差は 252.1±198.6 日、 4.5±0.5、 27.3±9.2%であ
った。減量達成率の範囲は 15.6~143.3%で、平均±標準偏差は 70.7±
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